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　千葉県環境生活部 
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 千 葉 県 警 察 本 部

交 通 部 交 通 総 務 課 長 

　　　　　　　　　                         　　　   （公印省略）　

 

　　　令和６年上半期における交通人身事故分析結果の周知について（依頼）　 

　貴職におかれましては、平素から交通安全活動を始め警察行政各般にわたり、

格別の御理解と御協力をいただいておりますことに、厚くお礼申し上げます。 

　さて、令和６年上半期における県内の交通人身事故の発生状況につきまして、

別添「令和６年上半期における交通人身事故の発生状況について」のとおり、分

析結果を取りまとめました。 

 　その主な特徴として、

  　〇　四輪乗車中死者が２７人で約４割（３７．５％）を占めており、このうち

　　　高齢者が１７人で約６割（６３．０％）を占めている。また、事故類型別

 　　　では、単独と正面衝突で約９割（８５．２％）を占めている。

　　○　死者数のうち、その他の年代が３５人で約５割（４８．６％）を占め、

 　　　高齢者を上回っている。

 　　〇　６５歳未満の歩行中死者・重傷者は、昨年同期と比べて約２割（２３．５％）

　　　増加しており、このうち夜間の飲酒ありの構成率が高い。また、事故類型

 　　　別では、横断歩道横断中が最も多いほか、路上横臥の増加が目立つ。

　　〇　７５歳以上の運転者による死亡・重傷事故の人的要因は、７５歳未満と

　　　比較して操作不適が多く、その中でもブレーキとアクセルの踏み間違いの

 　　　占める割合が高い。

　　〇　自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率は１６．０％で、昨年同期

 　　　（１３．０％）と比較して増加している。

　　〇　自転車が関係する死亡・重傷事故のうち、出会い頭が約５割（４９．０％）

 　　　と多い。

　　〇　飲酒運転による交通人身事故は６７件（前年比＋１０件）で、このうち

 　　　死亡事故は２件（同－２件）である。

 などが認められたところです。

　つきましては、本件分析結果を千葉県交通安全対策推進委員に対しまして、県

下の交通事故実態として周知を図っていただくとともに、交通安全対策を検討す

 る上での資料として、積極的に活用していただきますようお願い申し上げます。

　なお、本件分析結果については、県警ホームページにて公表するとともに報道

 機関にも提供しておりますことを申し添えます。

 

 　　　　　　　　　　　　　　　【本件担当】

 　　　　　　　　　　　　　　　　千葉県警察本部交通部交通総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　０４３－２０１－０１１０（内線：５０３３） 

s.yk
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令和６年上半期における交通人身事故の発生状況について

令 和 ６ 年 ９ 月 ２ 日
千 葉 県 警 察 本 部
交 通 部 交 通 総 務 課

注１：「死亡」とは、交通事故発生から２４時間以内に当事者が亡くなった事故をいう。
２：「重傷者」とは、交通事故により負傷したものであって、１か月（３０日）以上の治療を要する者をいう（医師の診断を基準としている。）。
３：「子供」とは、中学生までの者、「若者」とは、１５歳以上２４歳以下（中学生を除く。）の者、「その他」とは、２５歳以上６４歳以下の者、「高齢者」とは、

６５歳以上の者をいう。
４：「飲酒運転による人身事故」とは、原付以上の運転者（自動車、自動二輪車及び原動機付自転車）が飲酒運転で第１当事者となった死傷事故をいう。
５：数値は、単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。

【令和６年上半期の交通人身事故概要】（資料１）

・ 交通人身事故件数：５，９７３件（前年比－４３８件）

・ 死者数：７２人（同＋１５人）【内訳：子供１人、若者３人、その他３５人、高齢者３３人】

・ 負傷者数：７，０８３人（同－６０１人） うち重傷者数：７０３人（同－１人）

［主な特徴］

・ 四輪乗車中死者が２７人で約４割（３７．５％）を占めており、このうち高齢者が１７人で約６割（６３．０％）を占めている。また、事故類型

別では、単独と正面衝突で約９割（８５．２％）を占めている。（資料１、５）

・ 死者数のうち、その他の年代が３５人で約５割（４８．６％）を占めている。（資料１）

・ ６５歳未満の歩行中死者・重傷者は、昨年同期と比べて約２割（２３．５％）増加しており、このうち夜間の飲酒ありの構成率が高い。また、

事故類型別では、横断歩道横断中が最も多いほか、路上横臥の増加が目立つ。（資料２）

・ ７５歳以上の運転者による死亡・重傷事故の人的要因は、７５歳未満と比較して操作不適が多く、その中でもブレーキとアクセルの踏み

間違いの占める割合が高い。（資料３－２）

・ 自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率は１６．０％で、昨年同期（１３．０％）と比較して増加している。（資料４－１）

・ 自転車が関係する死亡・重傷事故のうち、出会い頭が約５割（４９．０％）と多い。（資料４－２）

・ 飲酒運転による交通人身事故は６７件（前年比＋１０件）で、このうち死亡事故は２件（同－２件）である。（資料６－１）

※飲酒運転詳細分析（資料６－２）

・ 飲酒先は、飲食店が全体の約６割（５５．２％）を占めている。

・ 飲酒終了から運転開始までの経過時間のうち、１時間以上経過後での運転開始が約７割（７１．６％）を占めている。

・ 運転開始場所は、コインパーキングと飲食店駐車場で約５割（４６．３％）を占めている。
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１ 交通人身事故発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・交通人身事故件数、死者数、負傷者数及び重傷者数は令和2年に大きく減少して以降、横ばいであったが、令和6年上半期は、昨年同期と比べて死者数が増加した。
・死者数のうち、状態別では四輪乗車中が約4割（37.5%）を占めており、このうち高齢者が１７人で約６割（６３．０％）を占めている。また、年代別では、その他の年代（25歳
から64歳）が約5割（48.6%）を占めている。

交通人身事故件数・負傷者数・重傷者数・死者数の
推移【各年上半期】

(死者)(件・人)

(人)

(人)

（注）・重傷者数は、負傷者数の内数を示す。
・（ ）内の数値は、前年比を示す。
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年代別死者数の推移【各年上半期】
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（注） ・【 】内の数値は、令和6年上半期の高齢者の死者数を示し、内数である。
・（ ）内の数値は、令和6年上半期の死者数の割合を示す。
・「その他」とは軽車両等を示す。

（注）・（ ）内の数値は、令和6年上半期の死者数の割合を示す。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

子供 950 770 830 739 704 435 535 523 571 511

若者 1,602 1,454 1,396 1,333 1,308 917 1,033 1,049 999 933

高齢者 1,810 1,671 1,725 1,765 1,748 1,319 1,269 1,236 1,268 1,184

その他 7,276 6,524 6,820 6,274 6,169 4,495 4,843 4,794 4,903 4,527

【参考】

死傷者数

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

歩行者 1,532 1,331 1,429 1,407 1,395 1,077 1,116 1,162 1,197 1,128

自転車 2,097 1,963 1,982 2,028 1,999 1,438 1,682 1,547 1,525 1,423

二輪車 1,053 966 1,012 987 919 711 783 731 788 738

四輪車 6,928 6,150 6,335 5,669 5,594 3,928 4,090 4,149 4,217 3,858

その他 28 9 13 20 22 12 9 13 14 8

【参考】

死傷者数



２ 歩行者が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・歩行中死者・重傷者は昨年と比べて65歳未満が約2割（23.5%）増加しており、このうち昼夜別では、特に夜間が増加している。
・65歳未満の歩行中死者・重傷者のうち、夜間の飲酒ありの構成率が高い。また、事故類型別では、横断歩道横断中が最も多いほか、路上横臥の増加が目立つ。

歩行中死者・重傷者数の推移【各年上半期】
(人)

昼夜別歩行中死者・重傷者数比較
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84 79

43 35

127
114

0

40

80

120

160

200

R5 R6
昼間 夜間

44 51

58
75

102 126

0

40

80

120

160

200

R5 R6
昼間 夜間

（人）

〈65歳未満〉 〈65歳以上〉
（人）

＋24人
(＋23.5％)

-13人
(-10.2％)

夜間における年齢層別事故類型別歩行中死者・重傷者数比較
【Ｒ５、Ｒ６上半期】

その他

2人
その他

2人【1人】

路上横臥

1人【1人】

路上作業・停止中

2人

対面通行中

2人
対面通行中

2人

背面通行中

3人
背面通行中

3人【1人】

横断歩道以外

横断中

18人【3人】

横断歩道以外

横断中

20人【4人】

横断歩道横断中

16人【2人】 横断歩道横断中

7人【1人】

43人【5人】

35人【8人】

0人

5人

10人

15人

20人

25人

30人

35人

40人

45人

50人

R5 R6

その他

4人
その他

4人【1人】

路上横臥

1人

路上横臥

7人【3人】

路上作業・停止中

3人

路上作業・停止中

5人【1人】対面通行中

3人

対面通行中

2人

背面通行中

5人【3人】
背面通行中

10人【2人】

横断歩道以外

横断中

22人【1人】

横断歩道以外

横断中

22人【4人】

横断歩道横断中

20人【2人】

横断歩道横断中

25人【1人】
58人【6人】

75人【11人】

0人

10人

20人

30人

40人

50人

60人

70人

80人

R5 R6

〈65歳未満〉 〈65歳以上〉

＋17人
(＋29.3％)

-8人
(-18.6％)

〈飲酒状況〉
飲酒あり
1人【1人】
（＋1人、構成率2.9%）

〈反射材着用状況〉
・着用あり

2人（＋1人）
・着用なし

33人（－9人）

148 168 180 144 137 125 108 110 127 114

142 147 159
148

106 87 122 103 102 126

(290)
(315) (339)

(292)
(243)

(212) (230) (213) (229) (240)

51.0%
53.3% 53.1% 49.3%

56.4% 59.0%

47.0%
51.6%

55.5%

47.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

100

200

300

400

500

600

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

65歳未満 65歳以上 65歳以上割合

（注） ・【 】内の数値は、死者数を示し、内数である。

〈飲酒状況〉
飲酒あり
12人【5人】
（＋7人、構成率16.0%）

〈反射材着用状況〉
・着用あり

0人（－2人）
・着用なし

75人（＋19人）



３－１ 高齢運転者が関係する死亡・重傷事故の発生状況（１当原付以上）

【令和6年上半期の特徴】
・75歳以上の高齢運転者による死亡・重傷事故は、昨年同期より減少している。

高齢運転者による死亡・重傷事故件数の推移【各年上半期】

（注）・第１当事者が原付以上の件数である。 ・（ ）内の数値は、死亡・重傷事故件数を示す。
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３－２ 高齢運転者が関係する死亡・重傷事故の発生状況（１当四輪車）

【令和6年上半期の特徴】
・75歳以上の運転者による死亡・重傷事故の人的要因は、74歳以下と比較して、操作不適の割合が高く、その中でもブレーキとアクセルの踏み間違いが多い。

（注）・第1当事者が乗用車、貨物車及び特殊車の件数である。 ・（ ）内の数値は、死亡・重傷事故件数を示す。
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４－１ 自転車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率は16.0%で、昨年同期と比較して増加しており、その中でも中学生以下（幼児：52.4%、小学生：28.2%、中学生：34.5%）の着用率が
高い。
・自転車乗用中死傷者の損傷主部位では、重篤なほど頭部損傷の占める割合が高く、死者の約6割（57.1%）を頭部が占めている。

自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率の推移【各年上半期】
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年齢層別自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率
【令和６年上半期】
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自転車乗用中死傷者の損傷主部位内訳【令和６年上半期】

（注）・「着用不明」を除く。

（注）・「着用不明」を除く。
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約2.4倍

（注）・「致死率」とは、死傷者のうち死者の占める割合をいう。

(％)

(7人)

(179人)

(1,237人)

頭部損傷によるヘルメット着用状況別の致死率比較
【平成２７年～令和６年（各年上半期合計）】

（注） ・【 】内の数値は、ヘルメット着用者数を示す。 ・「全損」とは、致命傷が複数ある場合、「その他」とは、脚部、腕部等を示す。



４－２ 自転車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・自転車が関係する類型別死亡・重傷事故は令和4年以降はほぼ横ばいで推移しており、そのうち自転車に法令違反がある割合は約4割で推移している。
・死亡・重傷事故における自転車乗用中当事者は75歳以上が最多であるが、第1当事者の割合は、高校生が最も高い。
・事故類型別では、出会い頭が約5割（49.0%）を占める。
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当事者数合計：213人
第１当事者の合計：52人
（第1当事者の構成率：24.4％）

自転車が関係する死亡・重傷事故における
年齢層別自転車乗用中当事者数（第１当事者・第２当事者）

【令和６年上半期】

（注）・自転車乗用者が第１又は第２当事者となった事故の件数であり、自転車乗用者に法令違反がある事故を
「法令違反あり」として集計した。
・（ ）内の数値は、死亡・重傷事故件数を示す。
・自転車相互事故は、１件として計上した。

（件）

事故類型別自転車関連死亡・重傷事故件数
【令和６年上半期】

出会い頭

99件【3】

49.0％
右左折時

42件【2】
20.8％

追突

10件【1】

5.0％

追越追抜時

10件
5.0％

正面衝突

6件
3.0％

その他

12件

5.9％

人対車両

17件
8.4％

車両相互

179件【6】
88.6％

車両単独

6件【1】

3.0％

（注）・自転車相互事故については、第１・第2当事者それぞれの法令違反を１件として計上した。
・【 】内の数値は、死亡事故件数を示し、内数である。

自転車が関係する死亡・重傷事故件数と法令違反状況の推移
【各年上半期】
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単独

16人【12人】

59.3%

正面衝突

7人【3人】
25.9%

出会い頭

2人

7.4%

追突

1人【1人】

3.7%

右折直進, 1人【１人】, 3.7%

単独と正面衝突で、四輪乗
車中死者の85.2％を占める。

（注） ・【 】内の数値は、高齢者の死者数を示し、内数である。

５ 四輪車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・四輪乗車中死者のシートベルト着用率は、昨年同期よりも低い。
・携帯電話使用等に死亡・重傷事故の発生は令和5年に増加して以降、横ばいである。
・四輪乗車中死者数は、昨年同期よりも1.8倍増加している。また、事故類型別では、単独と正面衝突で全体の約9割（23人、85.2%）を占める。
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四輪乗車中死者のシートベルト着用者率の推移【各年上半期】

3
1

2
1

2 9

4 6

1 2

6 5

(5)

(9)

(5)
(6)

(1)
(2) (2)

(6) (6)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

死亡事故 重傷事故

携帯電話使用等死亡・重傷事故件数の推移【各年上半期】

（注）・第１当事者が自動車（乗用車、貨物車、特殊車）の件数である。
・携帯電話・スマートフォン等の使用が要因となって発生した事故を集計した。
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四輪乗車中死者数の推移【各年上半期】
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６－１ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

時間帯別発生状況【令和６年上半期】

飲酒状況別・年齢層別飲酒運転による人身事故件数【令和６年上半期】

【令和6年上半期の特徴】
・飲酒運転による交通人身事故は、67件（前年同期比+10件）で、このうち死亡事故は2件（同-2件）である。
・月別では、5月及び6月が多い。
・発生時間帯で見ると、早朝、深夜帯（2時台から7時台及び20時台から23時台）に多く発生しており、死亡事故は全て夜間帯に発生している。
・年齢層別では、20歳代が最多となっており、次いで50歳代が多い。

飲酒運転による人身事故件数の推移【各年上半期】
(総数：件) (死亡：件)

【参考】 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

飲酒運転事故件数 103 81 92 94 81 68 50 57 57 67

うち死亡事故件数 10 4 3 5 6 5 2 5 4 2

飲酒運転による死者数 10 4 3 5 6 5 3 5 4 3

飲酒運転による負傷者数 144 117 145 129 105 91 60 78 74 98
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酒酔い 酒気帯び その他 酒酔い件数：31件（46.3%）
酒気帯び件数：27件（40.3%）
基準値以下・検知不能：9件（13.4%）
合計：67件
※( )内の数値は、割合を示す。

月別発生状況【令和６年上半期】

1 1
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【参考】 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

飲酒運転事故件数 6 6 11 12 16 16

うち死亡事故件数 1 0 0 0 0 1

飲酒運転による死者数 1 0 0 0 0 3

飲酒運転による負傷者数 10 12 11 18 26 21

飲酒運転事故件数 うち死亡事故件数

(件)

（注）・「その他」は、基準値以下及び検知不能を示す。



６－２ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

【令和6年上半期の特徴】
・飲酒先は、飲食店が約6割（37件、55.2%）を占めている。
・飲酒終了から運転開始までの経過時間のうち、1時間以上経過後での運転開始が約7割（48件、71.6%）を占めている。
・運転開始場所は、コインパーキングと飲食店駐車場で約5割（31件、46.3%）を占めている。

飲酒運転者の飲酒先【令和６年上半期】

６７件

曜日別発生件数【令和６年上半期】

６７件

日曜日

16件

23.9%

月曜日

8件

11.9%

火曜日
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13.4%
水曜日

5件

7.5%

木曜日

7件

10.4%

金曜日

13件

19.4%

土曜日

9件

13.4%

飲食店

37件

55.2%
自宅

9件

13.4%
友人宅

4件

6.0%

職場

3件

4.5%

その他

11件

16.4%

不明 3件 4.5%

3件, 4.5%
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13.4%
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6.0%

20件

29.9%

12件
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16件

23.9%

3件, 4.5%

～10分
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30分～１時間

1時間～2時間

2時間～3時間

3時間超え

不明

1時間以上経過後の運転
開始が全体の71.6%

飲酒終了から運転開始までの経過時間【令和６年上半期】

コイン

パーキング

20件

29.9%

飲食店駐車場

11件

16.4%
自宅駐車場

11件

16.4%

店舗・施設等

駐車場

6件

9.0%

月極駐車場

5件

7.5%
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4件

6.0%
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3件

4.5%

路上, 3件, 4.5%

勤務先駐車場, 1件, 1.5% 不明, 3件, 4.5%

飲酒運転開始場所【令和６年上半期】

６７件６７件

コインパーキングと飲食店駐車場で
全体の46.3%

20件全ての飲酒先が
飲食店



【特集】 年末３か月における交通人身事故の特徴

【年末３か月における交通人身事故の特徴】
・状態別死者・重傷者数では、歩行者の死者・重傷者が、10月～12月は7～9月と比較して増加（+74.3%）している。
・高齢者の歩行中死傷者数では、17時台が他の時間帯と比較して突出している。
・小学生の歩行中死傷者数では、10～12月の1～2年生の死傷者が､7～9月と比較して増加（+32.7%）している。
・飲酒運転による交通人身事故は、年末にかけて増加する傾向にある。

四半期別・状態別死者・重傷者数の推移（R１～R５合計）
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四半期別・小学生の歩行中死傷者数の推移（R1～R５合計）
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